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We previously reported that propargylic esters could selectively react with polyamines, 

biogenic amines that are highly generated in cancer cells.1,2) In this study, we aim to synthesize 

drug molecules directly in cancer cells using the reaction. The details will be reported at the 

symposium. 
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がん細胞ではポリアミンが高濃度で存在していることが知られている。当研究室で

はプロパルギルエステルが水中で縮合剤や触媒を必要とせずポリアミンと選択的に

反応することでアミド結合を効率的に形成することを発見した。この反応を用いて抗

がん活性を持つ薬剤分子をがん細胞で現地合成することで副作用の少ない抗がん剤

治療を行うことができると考え、プロドラッグの合成と評価に着手したのでこれらの

経緯と結果について報告する。 
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